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「
階
」75
段
、絵
馬
発
祥
の
社

丹
生
川
上
神
社
下
社
（
下
市
町
）

莢莢

莢莢

丹
生
川
上
神
社

下
社
の
拝
殿
（
手
前
）
と
丹
生
山
の
本
殿
（
奥
）

を
つ
な
ぐ
屋
根
付
き
の
「
階
」
‖
下
市
町
長
谷
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
下
市
町
長
谷
１
の
１

（
祭
神
）
闇
龗
神

（
交
通
）
近
鉄
下
市
口
駅
か
ら
笠
木
・
洞

川
温
泉
行
き
バ
ス
で
「
長
谷
」

下
車
す
ぐ

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
り

（
電
話
）
０
７
４
７
・

・
０
８
２
３

神
前
に
供
え
る
台「
三
方
」

や
割
箸
な
ど
の
木
工
製
品
で

有
名
な
下
市
町
。
中
心
部
か

ら
大
峰
山
に
向
か
う
丹
生
川

沿
い
（
旧
丹
生
村
）
に
丹
生

川
上
神
社

下
社
は
鎮
座
し

て
い
ま
す
。
正
式
名
は
丹
生

川
上
神
社
で
、
上
社
（
川
上

村
）
、
中
社
（
東
吉
野
村
）

と
区
別
す
る
た
め
「
下
社
」

を
付
け
て
呼
ば
れ
ま
す
。

社
伝
な
ど
に
よ
る
と
、
丹

生
川
上
神
社
は
６
７
５
年
に

天
武
天
皇
に
よ
り
建
立
さ

れ
、
平
安
時
代
の
「
延
喜
式

神
名
帳
」
に
記
載
さ
れ
ま

し
た
。
室
町
時
代
後
半
か
ら

所
在
地
が
不
明
に
な
り
ま
し

た
が
、
江
戸
時
代
に
丹
生
大

明
神
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
下

社
が
有
力
地
の
一
つ
に
認
め

ら
れ
ま
し
た
。１
９
５
２（
昭

和

）年
に
は
上
社
、中
社
、

下
社
が
別
々
の
宗
教
法
人
と

し
て
独
立
し
ま
し
た
。

御
祭
神
は
闇
龗
神
と
い

う
谷
間
の
水
の
神
で
、
境
内

に
は
ご
神
水
「
丹
生
の
御
食

の
井
」
が
あ
り
ま
す
。

拝
殿
と
、
後
方
の
丹
生
山

の
本
殿
と
の
間
は
、
屋
根
が

付
い
た

段
の
「

階

」
（
約

㍍
、
傾
斜
約

度
）
で
つ

な
が
る
独
特
の
造
り
で
す
。

古
く
か
ら
朝
廷
よ
り
祈
雨

に
黒
馬
が
、
祈
晴
に
は
白
馬

が
そ
れ
ぞ
れ
献
上
さ
れ
た
こ

と
か
ら
「
絵
馬
」
発
祥
の
社

と
し
て
も
有
名
で
す
。
５
６

０
年
ぶ
り
に
２
０
１
２
年
か

ら
境
内
で
黒
馬
と
白
馬
が
飼

育
さ
れ
て
い
ま
す
。

丹
生
川
か
ら
運
び
込
ま

れ
、
奉
納
さ
れ
た
産
霊
石
に

は
、
安
産
な
ど
の
ご
利
益
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

本
井
良
明
）


